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【手続補正１】
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内燃機関のカムシャフト調整に用いられる装置であって、
　軸方向に移動可能に取り付けられたカムシャフトに固定されて回転可能な行程曲線形成
部材を備えており、
　前記行程曲線形成部材が、
　カムシャフトの所定の軸方向移動を生じさせる制御ユニットを有し、
　この制御ユニットが、カムシャフトに対して径方向に移動可能で、かつ、制御されて係
脱自在に前記行程曲線形成部材に係合するタペットユニットを有するカムシャフト調整装
置において、
　前記行程曲線形成部材が、第１の進入深さにおいて前記タペットユニットと相互作用す
ることによって前記カムシャフトの第１の軸方向移動を生じさせるよう形成された第１の
制御用溝と、前記第１の進入深さと異なる第２の進入深さにおいて前記タペットユニット
と相互作用することによって前記カムシャフトの第１の軸方向移動と異なる第２の軸方向
移動を生じさせるよう形成された第２の制御用溝とを形成していることを特徴とする、カ
ムシャフト調整装置。
【請求項２】
　請求項１において、前記第１の制御用溝および前記第２の制御用溝が、共通の行程曲線
形成部材および／または固定により単一物化された行程曲線形成部材において互いに近接
して設けられていることを特徴とする、カムシャフト調整装置。
【請求項３】
　請求項１または２において、前記行程曲線形成部材における前記第１の制御用溝および
前記第２の制御用溝が、少なくとも１つの領域において互いに合体していることを特徴と
する、カムシャフト調整装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項において、前記タペットユニットが、前記第１の制御用溝
および前記第２の制御用溝に係合するために、係合側において前記第１の進入深さと前記
第２の進入深さとを切り替え可能なように構成されている、および／または調整もしくは
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切替によって幅を変化できる係合領域を形成するように構成されていることを特徴とする
、カムシャフト調整装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項において、前記タペットユニットが、インナータペットと
該インナータペットを同心状に取り囲むスリーブ状のアウタータペットとを有する構造を
、係合側において備えていることを特徴とする、カムシャフト調整装置。
【請求項６】
　請求項５において、前記インナータペットおよび前記アウタータペットが、それぞれ前
記第１の制御用溝と前記第２の制御用溝、および／またはそれぞれ前記第１の進入深さと
前記第２の進入深さとに対応付けられていることを特徴とする、カムシャフト調整装置。
【請求項７】
　請求項５または６において、前記インナータペットおよび前記アウタータペットが、互
いに独立して駆動可能および／または動作可能に構成されていることを特徴とする、カム
シャフト調整装置。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項において、前記制御ユニットが前記タペットユニットを駆
動した際に、開始位置から第１の軸方向変位位置への前記第１の軸方向移動、および当該
第１の軸方向変位位置から基本位置に戻る前記第２の軸方向移動で前記カムシャフトが調
整されるように前記第１の制御用溝ならびに前記第２の制御用溝が形成されていることを
特徴とする、カムシャフト調整装置。
【請求項９】
　請求項８において、前記行程曲線形成部材が、さらに、
　前記第１の制御用溝および前記第２の制御用溝に近接する、および／または前記第１の
制御用溝および前記第２の制御用溝と一部が重複する、前記カムシャフトの第３の軸方向
移動を生じさせる第３の制御用溝を備えており、
　前記制御ユニットが前記タペットユニットを駆動した際に、前記開始位置または前記第
１の軸方向変位位置から、当該開始位置および第１の軸方向変位位置とは異なる、第２の
軸方向変位位置へと前記カムシャフトが移動されることができるように、前記第３の制御
用溝が形成または設けられていることを特徴とする、カムシャフト調整装置。
【請求項１０】
　請求項９において、前記制御ユニットが前記タペットユニットを駆動した際に、互いに
異なる３つの軸方向変位位置の間で前記カムシャフトを所望に応じて調整できるように前
記第１の制御用溝、前記第２の制御用溝および前記第３の制御用溝が形成されていること
を特徴とする、カムシャフト調整装置。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一項において、前記タペットユニットが、電磁的調整装置に
よって駆動されるものであり、
　コイルユニットの通電に反応して移動可能な、該電磁的調整装置のアーマチュアユニッ
トとして作用することを特徴とする、カムシャフト調整装置。
【請求項１２】
　請求項１１において、前記アーマチュアユニットが、第１のアーマチュアおよび第２の
アーマチュアを含む複数の部品で構成されており、互いに独立して駆動される複数の部品
よりなるタペットユニットを形成していることを特徴とする、カムシャフト調整装置。
【請求項１３】
　請求項１２において、前記アーマチュアの一方が、コアユニットと相互作用するために
永久磁石を備えており、この永久磁石は、他方のアーマチュアが移動するのに対して当該
一方のアーマチュアが移動しないようにすることを特徴とする、カムシャフト調整装置。
【請求項１４】
　内燃機関のカムシャフト調整の方法において、
　タペットユニットを駆動して行程曲線形成部材の第１の制御用溝と相互作用させること
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により、カムシャフトを第１の軸方向変位位置に軸方向変位させる工程と、
　前記タペットユニットを駆動して前記行程曲線形成部材に形成された第２の制御用溝と
相互作用させることにより、前記第１の軸方向変位位置から、該第１の軸方向変位位置と
は異なる第２の軸方向変位位置に前記カムシャフトを変位させる工程とを含み、
　前記タペットユニットが、前記第１の制御用溝および前記第２の制御用溝と相互作用す
るのに、第１の進入深さと第２の進入深さとを切り替える、および／または溝との係合に
有効な第１の係合幅と第２の係合幅とを切り替えることを特徴とする、カムシャフト調整
方法、より好ましくはカムシャフト調整装置動作方法。
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